
道

産

和

種

馬

(ど
さ
ん
ご
)
余

聞

四
〇
年
前
も
の
古

い
こ
と
で
あ
る
が
、
畜
産

を

専
攻
し
て

い
た
学
生

の
頃
(
一
九
三
八
年
)
、
私
を

含
む
六
名
の
学
生
が
、
助
教
授

だ

っ
た
舘
脇

操

先
生

(
植
物
分
類
学
)

と
松
本

久
喜
先
生
(馬
学
)

の
指
導
で
、

一
ヵ
月

の
満
洲
旅
行
を
し
た

こ
と
が

あ
る
。

当
時
、
鐘
紡

の
津
田
信

吾
社
長

か
ら
親
交
の
深

か

っ
た
里
正
義
先
生

(皮
革
製
造
学
)
と
犬
飼
哲

夫
先
生

(動
物
発
生
学
)

に
、
満
洲

に
建
設
す
る

牧
場
予
定
地
の
畜
産
資
源
調
査

を
依
頼
し
て
き

た

の
で
、
現

地
調
査
班
と
し
て
舘
脇

、
松
本
両
先
生

の
指

導
す

る
班
が
編
成
さ
れ
た
。

同
行

の
学
生
は
調
査

地
で
は
、
自

然
植
生

の
野

草
や
棲
息
す

る
昆
虫

の
採
集
を
主
と
す
る
生
態
系

の
調
査

で
あ

っ
た
が
、
旅
行

コ
ー
ス
の
沿
線
に
あ

る
公
主
嶺
農
事
試
験
場
を
は
じ
め
、
め
ん
羊
改
良

牧
場
、
種
牛
牧
場
、
種
馬
所
な
ど
多
く

の
公
共
機

関

の
施

設
見
学
や
先
輩

の
人
達

に
も
お
目
に
か
か

る
機
会

も
あ

り
、
か
つ
、
満
洲

の
真
夏
で
も
乾
燥

し
た
大
気

は
、
い
や
が
う
え
に
も
旅
行
を
快
適

な

も

の
に
し
た
。

股

正

年

口

・
:
:
:
:
蒙
古
馬
と
の
出
会
い

:
:
:
:
・口

畜
産

を
専
攻
す
る
学
生

に
と

っ
て
都
市
や
町
村

で
見
か
け
る
家
畜
は
、
ど
れ
も
が
異
様

に
見
え
、

家
畜
別

に
分
担
し
た
調
査
報
告
の
材
料
蒐
集

に
夢

中

に
な

っ
た
。
と
り
わ
け
満
洲
の
西
北
部
に
連
な

る
興
安
嶺
沿

い
に
、

ハ
ロ
ソ
ア
ル

シ
ャ
ソ
か
ら

ハ

イ
ラ
ル
に
拡
が
る
草
原

に
は
遊
牧
民
族
の
蒙
古
人

が
住
み
、
昔
な
が
ら
の
生
活
様
式

に
身
近

に
接

し

た
こ
と
は
旅
行

一
番

の
収
獲
で
あ

っ
た
。
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パ
オ

(
包
)

の
近
く

に
燃
料

に
す
る
乾
燥
固
型

糞
が
積
ま
れ
、
茶

や
馬
乳
を
好
み
、
携
帯

を
欠

か

さ
な

い
食
事
用
の
刀
で
鍋

の
な

か
の
羊
肉

を
巧
み

に
切

り
と
り
、
椀

と
箸

と
で
食
事
す
る
。
ラ
イ
麦

の
パ
ン
や
バ

タ
ー
も

つ
く

る
。

パ
オ

の
な
か
に
は

物
交

し
た
と
思
わ
れ
る
柱
時
計
や

ミ
シ
ン
な
ど

の

都
会
用
品
が
、

い
か
に
も
異
和
感
を
漂
わ
せ
て
い

た
。彼
ら

は
男
女

の
別
な
く
乗
馬
が
巧
み
な
の
は
、

こ
の
草
原

で
は
唯

一
の
足
だ

か
ら

で
あ
る
。
草
を

求

め
て
家
畜
群

を
誘
導
し
、
群

か
ら
離
れ
る
も

の

が
あ
れ
ば
、
素

早
く
追

っ
て
捕
獲
棒

で
捕
え
る
早

業
を
難
.な
く
こ
な
す
。
彼
ら
は
昔
な
が
ら
の
自
然

や
生
活
様
式
を
大
事

に
し
、
唯

一
の
財
産
で
あ

る

家
畜
も
純
粋
種

を
尊
び
、
異
血
導
入
を
試
み
る
改

良

に
は
断
乎
反
対
す

る
の
で
あ
る
。

公
主
嶺

の
試
験
場

で
は
、
日
本
人

の
研
究
者
が

乳
牛
や
豚

、
め
ん
羊
な
ど
、
異

血
導
入
に
よ
る
品

種
改
良
に
力
を
注

い
で
い
た
。

し
か
し
蒙
古
人
は

何

百
年

、
何
千
年

つ
づ

い
て
き

た
で
あ
ろ
う
自
然

と
暮
ら
し
の
パ
タ
ー
ン
を
変

え
る
こ
と
な
く
、
家

畜

も
ま
た
原
種

の
保
存

を
忠
実

に
実
行

し
て
き
て

い
る
。
常
食

に
し
て
い
る
蒙
古
羊

(脂
肪
尻
羊
)

は
、
日
本
人

の
嗜
好
か
ら
す
れ
ば
異
様
な
臭

い
と

食
味
が
あ

る
が
、
彼
ら
に
と

っ
て
は
最
高

の
も
の

な

の
で
あ

る
。
だ
か
ら
改
良
す

る
こ
と
自
体
、
容

認
さ
れ

る
と

こ
ろ

の
も

の
で
は
な

か

っ
た
。

ホ

ロ
ン
バ
イ

ル
草
原

で
見
た

こ
の
草
原
馬

が
、

北
海

道

に
土
着
す

る
和
種
馬

に
大
変
よ
く
似

て
い

る
こ
と
に
気

が

つ
い
た
。
子
供

の
頃
、
札
幌

の
市

内
で
は
冬
に
な

る
と
電
車
線
路

の
除
雪
作

業
に
多

勢

の
御
者

と
箱
馬
饒
が
動
員
さ
れ
、
市
内
中

央
の

大
通

公
園
は
雪
捨
場

に
な

っ
た
。
雪
捨
場
は
恰
好

の
ゲ

レ
ソ
デ
に
な

る
の
で
、

ス
キ
ー
滑
り
を
す
る

子
供
達

の
よ
い
遊
び
場
で
あ

っ
た
。
除
雪

に
動

員

さ
れ
た
馬

の
な
か
に
は

ペ
ル
シ
ュ
ロ
ソ
の
よ
う
な

大
型

の
馬

も
あ
れ
ば
、
道

産
和
種
馬

の
よ
う

に
小

型

の
馬

も
沢
山
混

じ

っ
て

い
た
。
馬
格
か
ら
見
れ

ば
大
小

の
差

こ
そ
あ
れ
、
中
重
量
級

の
荷
役
は
難

な
く
こ
な
し
て
い
た
。

加
茂
儀

一
先
生

の
著
書

「
家
畜
文
化
史

」
に
よ

れ
ば
、
今
日
の
蒙
古
馬

の
祖
形

は
中
央

ア
ジ

ヤ
に

野
生
す
る
ブ

ル

ツ
ェ
ワ
ル
ス
キ
ー
馬
か
、
ま
た
は

そ

の
類
縁

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
蒙

古

の

草

原
馬

を
原
始
的

に
家
畜
化

し
た

の
は
蒙
古
人

で

あ

っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
に
最
初

に

来

た
馬

は
タ
ル
パ
ン

(
ト
ル

コ
地
方
)
系
統

の
馬

で
あ

っ
て
、
今
日

こ
の
系
統

で
あ
る
在
来
種

は
北

海
道
産
和
種
馬
、
木
習
馬

、
琉
球
宮
古
馬

、
與
那

国
馬
な
ど

に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
タ
ル
パ
ン
系
統

の
馬
は
、
中
央

ア
ジ

ヤ
、

朝
鮮
を
経
由
し
て
日
本

に
移
入
さ
れ

た
が
、
途
中

で
蒙
古
馬
と
混
血
し
た
た

め
、
厳
密

に
は
血
液
的

に
や
や
異
な
る
も
の
を
も

つ
と
い
う
。
現
存

の
日

本

の
在
来
馬
は
体
躯
が
小
さ
く
て
細

い
が
、
蒙
古

馬

の
太
く
て
や
や
長

い
の
と
は
異
な

っ
て
お
り
、

前
者
が
高
原
棲
息
形
態
で
あ

る
の
に
反

し
、
後
者

は
草
原
棲
息
形
態
で
あ
る
。

日
本

の
よ
う
な
地
勢

に
お
い
て
は
、

こ
の
高
原
形
態

の
馬

が
栄
え
た

の

は
当
然

で
あ

っ
た
ろ
う
、
と
述

べ
て
い
る
。

と
こ
ろ

で
、
蒙
古
馬

の
最
近

の
消
長

を
紹
介
す

る
記
事
が
東
京

学
芸
大
学

の
市
川
健
夫
先
生

の
手

で
朝

日
新
聞

に
掲
載

さ
れ
た
。
そ

の

一
節

に
よ
れ

ば
、
モ
ソ
ゴ

ル
の
貨
物
輸
送

は
、
鉄
道

七
五
%
、

自
動
車

二
四
%

に
依
存

し
て
お
り
、
馬

、
牛
、

ラ

ク
ダ
、
ヤ
ク
の
駄
載
交
通

は
、
も
は
や
昔
話

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
役
畜

と
し
て
の
馬
は
、
牧
畜
民
族

の

「
管
理
家
畜

」
と
し
て
の
ほ
か
利
用

さ
れ

て
い

な
い
現
状

で
あ
る
。
騎
馬

民
族

の
原
動
力
と
な

っ

た
馬

は
、
歴
史

的
使
命

を
終
え

て
し
ま

っ
た
よ
う

に
見
え
る
が
、
現
実

に
は

モ
ソ
ゴ

ル
の
馬

は
、
用

畜

と
し
て
重
要
な
役
割

を
に
な

っ
て
い
る
。

一
九

七
四
年

に
は
人

口
の
二
倍

に
近

い
二
二
六
万
頭

の

馬
が
飼
育
さ
れ
、
三
五
万
頭

の
子
馬
が
生
産
さ
れ

て
い
る
。
馬

の
経
済
性
が
高

い
の
は
乳

・
肉

・
毛

・
皮
な
ど
、
そ

の
用
途
が
き
わ

め
て
高

い
か
ら
で

あ

る
。
そ
し
て
馬
格

に
つ
い
て
は
、
野
生

の

「
モ

ン
ゴ

ル
草
原
馬
」

は
ゴ
ビ
地
方

に
棲
息

し
、
体
高

が

一
三
〇

セ
ン
チ
以
下

の
小
型
馬

で
、

「
モ
ン
ゴ

ル
馬
」
は

一
三
〇
1

一
四
〇

セ
ン
チ
の
中
型
馬
が

多

か

っ
た
と
い
う
。

モ
ン
ゴ

ル
馬
が
体
高

に
比
し

て
体
長
が
長

い
。

こ
れ

は
大
腸
な
ど
消
化
器
官
が

よ
く
発
達

し
て
い
る
か
ら

で
、
野
草

だ
け

で
も
育

っ
強
靱
な
健
康
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ

ろ
う

、
と
述

べ
て
い
る
。

同
系
統

の
血
液

に
由
来
す

る
ア
ジ
ヤ
の
在
来
馬

も

、
国
情
が
ち
が
う
と
産
業
的
扱

い
に
も
大
き
な

へ
だ
た
り
が
感
ぜ
ら
れ
る
が

、
日
本
在
来
種
馬

に

つ
い
て
も
考

え
な
お
し
て
み
る
必
要
性
が
痛
感
さ

れ

る
。

口
・:
:
:
:

道

産

和

種

馬

と

の

再

会

:
・:
:
:
ロ

一
九
七
六
年

の
夏
、
私
は
高
知
県
の
山
地
酪
農

経
営
農
家
を
訪

ね
る
た
め
四
国

に
旅

行
し
た
。
私

の
訪
ね
た
斎
藤
陽

一
さ
ん
と
い
う
人

は
、

一
〇
年

前

に
そ
れ
ま
で

つ
づ
け
て
き

た
水
田
経
営
を
中
止

し
、
南
国
市
の
山
間
部
に
土
地
を
求
め
、
海
抜

二

五
〇

メ
ー
ト
ル
、
傾
斜
度

一
五
i
四
〇
度

、
面
積

三
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
と
こ
ろ
に

シ
バ
主
体

の
周
年

放
牧

で
成
牛
二
五
頭
、
育
成
牛

二
三
頭
を
飼
育
し

年
間

一
〇
〇
ト
ソ

(
平
均

一
頭
当
り
四
ト

ソ
)

の

牛
乳
生
産
を
挙
げ

て
い
る
。
県
下

で
も
有
数
な
酪

農
家

の

一
人

と
も
な

っ
た
現
在

で
も
、
苦
斗
時
代

を
忘
れ
な
い
た
め
に
玄
米
の
ご
飯
を
食

べ
て
い
る

と

い
う
食
事

を
私
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
彼

の
辿

っ
た
山
地
酪
農

の
経
営
経
過
を
聞

い
た
。

山
地
酪
農

は
、
未
利
用

の
ま
ま
放
置
さ
れ

て
い

る
雑
木
林
を
、
そ

の
起
伏
傾
斜
す
る
山
容

の
ま
ま

に
草
地
と
し
て
牛
を
放
牧

し
よ
う

と

す

る

も

の

で
、
近
年
新
し
い
経
営
方
式

の

一
つ
と
し
て
僅

か
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な
人
達

の
間

で
は
あ
る
が
拾
頭

し
、
注
目
さ
れ
て

い
る
酪
農

経
営
な

の
で
あ
る
。

台
風
襲
来

の
常
在
地

で
あ
る
四
国

・
高
知

の
山

で
、
ど

の
よ
う
な
土
地
保
全
対
策

を
考
え
、
そ
し

て
放
牧
牛

の

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
ロ
ス
の
多

い
急
傾
斜

地
で
放
牧

維
持
が

つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る

の
が
、
今
回
旅

行
の
主
目
的
で
あ

っ
た
。

私
は
斎

藤
さ
ん
の
案
内
で
斜
面

を
登

り
降
り
し

な
が
ら
斜
面
を
お
お
う

ノ
シ
バ
、

メ
ヒ
シ
バ
、

エ

ノ

コ
ロ
グ

サ
、
ケ

ン
タ

ッ
キ
ー
ブ

ル
ー
グ

ラ
ス
、

レ
ッ
ド

ト

ッ
プ
な
ど

の
野
草

や
牧
草
が
、
強
烈
非

情
な
台
風
襲
来

か
ら
土
地
を
護

り
、
国
土
保
全

の

役
割

を
果
た
し
て
い
る
様
子
に
深

い
感
銘
を
う
け

た
。
帰

り
ぎ
わ
、
斎
藤
さ
ん
は
私
に

「
ど
さ
ん

こ

の
馬

が
手

に
入
れ
ば
、
山
の
牛

の
見
廻
り
や
子
供

の
通
学

の
往
復

に
使

い
た
い
の
だ
が
、
手

に
入
れ

る
方
法

は
な
い
だ
ろ
う
か
」

と
尋

ね
た
。
私
は
そ

の
申

し
出

を
快
く
う
け
、

「
札
幌

に
帰

っ
た
ら
調

ぺ
て
情
報

を
送

り
ま
し

ょ
う
」

と
約
束
し
た
。

私
は
、
私
の
い
ま
や
遠

い
イ

メ
ー
ジ

の
も

の
に

な

っ
て
し
ま

っ
た
道
産
和
種
馬

に
対
す
る
郷

愁
が

急

に
よ
み
が
え
り
、
四
国
の
純
朴

で
敬
慶
な
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
で
あ
る

一
山
地
酪
農
家

と
の
約
束
を
、

な
ん
と
か
果

た
さ
な
く
て
は
と
の
責
任
感

か
ら
、

札
幌

に
帰

る
や
直

ち
に
北
大
農
学
部

の
馬
学
教
室

に
八
戸
芳

夫
先
生
を
訪
ね
た
。
幸

い
な

こ
と

に
八

戸
先
生
は
、
道
産
和
種
馬

の
消
長

と
現
状
を
詳

し

く
丁
寧

に
教
え
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
来
年

の
春

、

道
南

の
馬

の
放
牧
期

に

]
緒

し
ま

せ
ん
か
、
と
の

お
誘
い
ま
で
う
け
た
。

秋
、
私

は
函
館
市
役
所
畜
産
課
内
に
あ

る
北
海

道
和
種
馬
保
存
協
会
道
南
支
部

と
、
函
館
市
鱒

川

町

に
あ
る
道
産
和
種
馬

の
飼
育
者
で
あ
る
土
谷
福

次
郎
さ
ん
を
訪
ね
る
機
会
が

で
き
た
。
八
戸
先
生

が
紹
介
し
て
く
れ
た

か
ら
で
あ

る
。
八
戸
先
生

の

話
に

よ
れ
ば
、
土
谷
さ
ん
は
現
在
道
南

地
方

で
の

和
種
馬
多
頭
飼
育
者

で
、
和
種
馬
調
査

の
よ
き
協

力
者
で
も
あ

る
と

い
う
。
旧
友

に
で
も
会

う
よ
う

な
初
対
面

で
あ

っ
た
が
、
四
国

と
の
約
束

の
こ
と

も
承
知
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
斎
藤
さ
ん
の
希

望
す
る
孕

み
の
牝
馬

に
す
る
こ
と
も
同
意

し
て
く

れ
た
。
土
谷

さ
ん
の
先
祖

は
東
北

の
南
部

の
人

で
、
函

館

に
定
住
し
て
七
代
目

に
な
る
と
い
う
。
さ
き
の

ほ
う
は
判
ら
な

い
が
、
道
産
和
種
馬
を
飼
育

し
て

き
た

の
は
四
、
五
代
目
頃
か
ら

つ
づ
い
て
い
る
こ

と
は
確

か
だ
と

い
う

の
で
、
私

は
、
土
谷
さ

ん
こ

そ
南
部
馬

の
血
が
流
れ
て
い
る
本
当

の
道
産

ン
子

だ
と
い

っ
て
笑

っ
た
。
さ
ら
に
私
は
、
道
産
和
種

馬

の
古

い
伝
説

に
つ
い
て
興
味
を
持

っ
て
い
る
こ

と
を
話

し
た
。

す
な
わ
ち
、
最
上
徳
内

の
蝦
夷
草
紙

(
一
七
九

〇
年
)
の

一
部

に

「
松
前
所
在
島

一
国

ハ
牛
馬

ヲ

飼

テ
野
放

ニ
カ
ビ
置

ク
ナ
リ
。
夏

ヨ
リ
秋

ハ
青
草

枯
草

モ
有

テ
食
用

二
飢

セ
ズ
、
依
而
肱
野
肱
陸

二

遊
ブ
、
冬

二
至

リ
テ
雪

ブ
リ

ツ
モ

レ
バ
、
雪
中

ヨ

リ
秀
ル
薄

ノ
穂

ナ
ド
ヲ
喰
居

ル
ト
イ

ヘ
ド

モ
極
寒

ノ
頃

ニ
ナ
レ
バ
、
雪

モ
大

ニ
ツ
モ
リ
テ
、
薄

ノ
穂

モ
積

ル
雪

二
埋
リ
テ
食
物

モ
絶

ケ
レ
パ
、
浜
辺

二

出
テ
遠
沖

ヨ
リ
波
浪

二
打

ヨ
セ
ラ
レ
タ

ル
海
藻

ヲ

拾

ヒ
食

フ
。
土
人
其
時

ヲ
待

テ
馬

ヲ
取
集

テ
、
雪

ノ
上

ニ
ヤ
ラ
ヒ
ヲ
結
ビ
、
其
内

二
飼
置
干
草

ト
テ

毎
秋
刈

干
草

ヲ
貯

へ
置

キ
タ
ル
蓬
交
リ

ノ
芽

ヲ
与

ヘ
ル
ナ
リ
。
如
斯

ノ
粗
末

ノ
手
当

ナ
レ
ド

モ
馬

ノ

剛
強
ナ
ル

コ
ト
他

二
比
類

ナ

シ
…
L
と
。
こ
れ

に

対
し
て
土
谷
さ
ん
は
、
い
ま
で
も
そ

の
よ
う
な
場

面
は
あ
り
ま
す
と
肯
定

し
て
い
た
。

一
九
七
七
年
春
、
日
本
馬
事
協
会

か
ら

「
日
本

在
来
馬

の
保
存
活
用

に
関
す

る
調
査
成
績
」
が
刊

行
さ
れ
、
こ
の
貴

重
な
文
献
を
北
海
道
和
種
馬
編

の
著
者

で
あ

る
八
戸
先
生

か
ら

い
た
だ
い
た
。

こ

れ

に
は
北
海
道
和
種
馬

の
起
源
、
分
布

、
体
型

、

能

力
、
利
用
な
ど
経
過
を
含

め
、

一
切
の
全
貌
が

判

り
易
く
記
載
し
た
調
査
記
録

で
あ
る
。
こ
の
記

録
の
末
尾

に
保
存

の
問
題
点
と
対
策
が
述

べ
ら
れ

て
い
る
が
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
将

来

問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。

(6)(5)(4)(3)(2)(1)

和
種
馬
飼
育
の
後
継
者
問
題

放
牧
地
の
問
題

保
存
地
域
の
設
定

登
録
と
改
良

啓
蒙
と
宣
伝

北
方
領
土
問
題
と
和
種
馬
保
存

が
そ
れ
で
あ

る
。

農
林
省

の
家
畜
基
本
調
査

に
よ
れ
ば
、

一
九
七

六
年
二
月

一
日
現
在

の
わ
が
国
の
馬
資
源
は
、
農

耕
馬

、
軽
種
馬
合
せ
て
八
五
、
六
四
〇
頭
、
内
北

海
道

は
四
九
、
二
六
〇
頭
で
あ
る
。
北
海
道
和
種

馬

は
、
前
記
八
戸
先
生

の
文
献

に
よ
る
と
、
明
治

末
期

(
一
九

一
二
年
)

に
九
三
、
三
〇
〇
頭

、
昭

和
初
期

(
一
九
三
四
年
)
に
四
、
二
二
九
頭

、
現

在

(
一
九
七

六
年
)

で
は
僅
か
に

一
、
〇
九
五
頭

を
数

え
る
の
み
に
な

っ
た
。
ま
さ

に
、
時
代

の
変

遷

と
と
も

に
馬

の
用
途
が
激
減

し
た
。
そ

の
分
布

地
域
も
、
全
道

一
円

か
ら
渡
島

、
日
高

、
釧
路
、

根
室

に
せ
ば
ま

っ
て
き
た
。
早
晩
、
減
衰

の
到
来

を
待

っ
て
い
る
に
等
し

い
。

道
産
和
種
馬

の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
渡
島

地
方

に

お
い
て
も
、
飼
育

の
基
盤

に
な
る
山
林
や
草
原
が

心
な
き

企
業

の
手
で
宅
地
化
さ
れ
、
は
た
ま
た
観

光
用
猛
獣
動
物
園
敷
地

に
買
収
さ
れ
た
り
し
て
い

る
。
植
生
分
布

に
も
、
農
業
生
産

に
も
そ
の
存
在

価
値

の
高

い
シ
バ
草
原
が
大
型
機
械

の
耕
起

で
草

地
化
さ
れ

て
ゆ
く
。

つ
ま
り
、
人
間
が
利
用
度

の

高

い
和
種
馬
を
自
然
環
境
か
ら
追

い
出
そ
う
と
し

て
い
る
。

自
然

の
恩
恵
を
豊

か
に
求

め

つ
づ
け
る

モ
ン
ゴ

ル
民
族

の
よ
う

に
、
自
然
を
災
害

か
ら
守
り
、
自

然
を
破
壊
す
る
こ
と
な
く
利
用

す

る

山

地

酪

農

や
、
和
種
馬

の
飼
育
が
な
ぜ
で
き
な

い
の
で
あ

ろ

う
か
。
農
林
省
農
業
構
造
改
善
局

の
調

べ
に
よ
る
と
、

ヱ5



わ
が

国
の
農
用
地
開
発
可
能

地
が
全
国

で

一
八
九

万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
北
海
道
だ
け
で
も
八
二
万

ヘ
ク

タ
ー
ル
く
ら

い
あ

る
。
も
し
食
糧
自
給
率
を
高

め

る
た
め
に
こ
れ
ら

の
地
積
を
開
発

し
よ
う
と
す
る

な
ら
、
よ
く
吟
味
す

る
必
要
が
あ

る
。
自
然
保
護

の
も
と
に
農
業
生
産
を
あ
げ
、
自
給
率
を
高

め
る

方
法

を
も

つ
と
真
剣

に
考
え
る
と
き
な

の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

口

・
:

:

:

:
お

わ

り

に

:

:

:

:

・

口

一
九
七
七
年
十
二
月
、
私

は
四
国

・
高
知

の
斎

藤
陽

一
さ
ん
か
ら

ハ
ガ
キ
の
知
ら
せ
を
う
け
た
。

「
函
館

の
土
谷
さ
ん
か
ら
の
和
種
馬

一
頭
が

、
長

旅

に
も

か
か
わ
ら
ず
元
気
に
到
着
し
た
。
短

い
草

を
食

べ
る
の
が
上
手
な

の
で
感
心
し
た
。
子
供

は

喜

ん
で
馬
と
遊

ん
で
お
り
ま
す
」
と

い
う
文
面

で

あ

っ
た
。
土
佐

に
渡

っ
た
道
産

ソ
子
と
、
こ
れ
ら

の
人
達

の
幸

せ
を
祈
ら
ず
に
ぱ
お
ら
れ
な
い
。

(酩
農
学
園
大
学

・
教
授
)
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